
現代経済事情Ⅲ
世界経済と中小企業

２００８年５月９日

高田好章

第５回



今日の富士山



今週の田畑の育ち



車窓：天竜川



Ｎ７００系



大阪城



大阪城



アメリカの
労働市場改革運動をみる

今週のテーマ



テキスト

森岡孝二編著
『格差社会の構造
　　－グローバル資本主義の断層』
　　　桜井書店、２００７年９月刊

第３章　アメリカのスタッフィング・サービス産業と
　　　　　労働市場改革



アメリカの労働市場

１９７０年代まで：
　　　内部労働者（中核）と周辺部分の二重構造

１９８０年代以降：
　　　内部市場：新たな雇用形態
　　　周辺部分：低賃金・不安定雇用

　　　低賃金、付加給付なしの
　　　　　　　　　　　不安定な非正規雇用



レーガン以降の新自由主義政策

　　規制緩和、民営化、「小さな政府」志向

　　労働組合敵視、ＩＴ化による技術革新、
　　　　　　　　　　　　　　　グローバル化の進展

　　国内・国際的競争の激化、Ｍ＆Ａ



雇用管理戦略の変化

リエンジニアリング、アウトソーシング

雇用の「ジャスト・イン・タイム化」

　　　パートタイム、
　　　インディペンデント・コントラクト、
　　　派遣、
　　　コントラクト・ワーク、
　　　オン・コール・ワーク



民間のスタッフィング・サービス産業の役割

１９８０年代初め：職業紹介が前面に

１９８０年代後半から９０年代：
　　企業の雇用責任の回避手段を
　　　　　　　　　　　　　　　　　セールスポイント
　　ＰＥＯ：人事業務請負業まで進出



労働供給業とは：

雇用そのものを創出しない

雇用という労働者の生命と生活に不可欠な
領域を営業の場とし、
低スキルの日雇労働者に寄生し、
彼らからピンはねすることを
利潤の源泉とする産業



労働市場改革運動とは：

地域の貧困化などを改善するための労働者支援
の派遣事業を起こして、労働市場を改革する動き

１）法整備：日雇い派遣労働者保護法の制定

２）失業者の職業訓練を施して、企業に直接雇用
　させる試み

３）労働者支援の派遣事業

人材派遣業に依存せざるをえない底辺労働者の
労働市場の改革



リビング・ウエイジ運動：

自治体の仕事を請負う事業所は、
その労働者に生活できる賃金を与えよ
という運動

底辺労働者の労働市場の改革のひとつ



①日雇労働者保護法制定の動き：

派遣業の行動も規制する役目がある

制定
州：フロリダ、ジョージア、テキサス、
　　マサチューセッツ、イリノイ、アリゾナ

都市：アトランタ、シカゴ
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日雇労働者保護法：

フロリダ州の例：

１．実際に必要な、職場で必要な装備品、
　　衣類、その他の品目の入手にかかわる
　　代金請求の禁止

２．交通費、食事の料金を制限する

３．賃金の支払手段は、現金または
　　一般に行なわれている方法とする



日雇労働者保護法：

フロリダ州の例：

４．賃金からの控除は、法的に認められた
　　もの以外は、控除の結果が最低賃金を
　　下回ってはならない

５．賃金からの控除については、その明細を
　　記した賃金報告書を提示する



フロリダ州の例：

６．職業紹介のための待合所（レイバーホー
　　ル）を運営する日雇職紹介業は、基本的
　　な設備であるトイレ・洗面所、飲料水、
　　十分な座席を備えていなければならない

７．日雇職紹介業は、第三者（ユーザー）が　
　　日雇労働者を長期間雇用する権利を
　　制限してはならない

８．雇い主を訴える労働者の権利を保障し、
　　雇い主が法律に違反した場合には、
　　１０００ドルのペナルティーを科す



不正一掃キャンペーン：

労働者の団体によるレイバー・レディー社への
悪徳行為訴訟

仕事内容を文書で提供しない
付加給付を支給しない
時間外手当や待機時間に対する手当てを
　　支給しない
賃金から装備品や交通費を差し引く
賃金支払いは１ドル以上の手数料がかかる
　　ＣＤ機を利用させる



②よい雇用をつくりだすＷＲＴＰの試み：

ＷＲＴＰ：ウィスコンシン地域パートナーシップ

ミルウォーキー圏：都市の３層の同心円：

　　　　貧困地域　　中間地域　　郊外の富裕地域
年収：　２～３万ドル　　４万ドル　　　　６万ドル
人口：　１６０万人　　　　５３万人　　　　１４万人
求人倍率：　０．２５　　　　１．０　　　　　　２．０

貧困地域：４人に一つの職しかない

１９７０年代後半から製造業が郊外へ移転
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ＷＲＴＰ：ウィスコンシン地域パートナーシップ



ＣＯＷＳのミルウォーキー再建計画：

ＣＯＷＳ：Center of Wisconsin Strategy
　　 　　　ウィスコンシン戦略センター

　ウィスコンシン州立大マディソン校を中心に結成

　・労働者によい雇用を提供することを柱に

　・貧困の克服、地域経済を
　　　住民生活の充実に向けて下からの再建



ＣＯＷＳ：Center of Wisconsin Strategy
　　 　　　ウィスコンシン戦略センター



ローロード戦略とハイロード戦略：

ローロード戦略：
　　新技術の採用にさいして、旧技能の労働者を
　　解雇し、すぐに役立つ技能労働者を短期、
　　必要な期間のみ雇用する

ハイロード戦略：
　　旧技能の労働者を訓練して新技能を
　　習得させて雇用を保証する戦略



ローロード戦略からハイロード戦略へ：

企業をローロード戦略からハイロード戦略への転換

教育訓練：
　経営者と労働組合が団体　ＷＲＴＰ　をつくって、　
　教育訓練を集団的に保障し、
　労働者に雇用と昇進、生活できる賃金、
　付加給付を保障する枠組みを作り出す



ミルウォーキー再建計画：

１９９２年発足：全国ではじめての画期的なこと

２００１年現在：
　　１００社以上、６万５千人擁する企業が参加

　　労働組合１３組合参加

　　５年間に約６０００名の労働者に教育訓練、
　　　　　　　　　　　　　うち１５００人が有色人種



ＷＲＴＰの活動内容：

１．労働者教育センターによる現役労働者の
　　教育訓練

２．見習制度による若者に対する就職・職業訓練

３．パートナーシップ確立のためのサポート



ＷＲＴＰの活動内容：

基本的は読み・書き・数学、テクニカル・スキル、
自己開発プログラム

現役労働者が参加する場合、時給の半額が保障

結果、初歩的な作業でも時給１０ドルに、年収が９
０００ドルから２万３０００ドル

さらにスキルをあげ、時給１０．５ドルから１４．８ド
ルへ



ＷＲＴＰの活動結果：

派遣業を利用すると、生産性が低いもかかわらす
　　高い料金となる

ＷＲＴＰ参加企業は、しだいに派遣業利用を
　　やめる方向にある



ＷＲＴＰの成功の要因：

コアリッション（連携）とパートナーシップ（協力）

スキル習得の教育訓練のプログラム：
　　　　　　　　　　 工科大学や専門学校の協力

地域のコミュニティー：労働者の状態を把握、
　　　　　　　　　　　　　　各組織が密接な連携

企業、労働組合、行政府、工科大学や専門学校、
地域のコミュニティー　の連携



ＷＲＴＰの成功の要因：

中心となるのは企業経営者と労働組合の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　パートナーシップ

企業と労働者の生活を共に守りながら、
地域経済を再建し維持するという、
企業と労働組合との協力関係

教育訓練の中身が、各企業の実情に即したもの、
労働組合が職場で強い権限をもっている



ＷＲＴＰの問題点：

企業経営が順調であること

グローバルな競争の影響



③労働者支援のための派遣事業：

　ワーキングパートナーシップＵＳＡ
　　　　　　スタッフィング・サービスの試み

　１９９９年設立
　　　　労働者支援のための派遣事業

　労働運動の新しい役割を担う
　　　　　　　　　　シリコンバレーのＮＧＯ
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ワーキングパートナーシップＵＳＡ



ワーキングパートナーシップＵＳＡスタッフィング・サービス



労働者支援の派遣事業の特徴：

産業標準よりも高い賃金・付加給付を保障して、
民間派遣事業のモデル

２００１年秋現在、　登録労働者数約１０００名、
うち４０－５０名がフルタイム・フルイヤーに近い
１８００時間働く、
事務職で平均時給１４ドルを超える



労働者支援の派遣事業の目的：

労働組合と連携して、

１．労働者にベストな派遣事業を行なう

２．派遣業を変革するために派遣条件の
　　基本的な基準をつくることをとおして、
　　派遣労働者のメンバーシップを組織する

３．トレーニング・アクセスを改善し、
　　長期的には労働者のスキルレベルを
　　証明できるようにし、
　　誰にでも分かるスキルの階梯を作り出す



労働者支援の派遣事業の教訓：

登録したもののスキルをまったく持たない労働者
はどの企業からも採用されない

労働者によい賃金と労働条件を保障することは、
労働者の質をも変える

民間企業は、質の良い派遣労働者を求めていた

地域の大学と連携して訓練



労働者支援の派遣事業の意義：

仕事の質を高めるステップ

教育訓練のための援助が得られ、
企業が要求するスキルはどのようなものである
かが分かれば、底辺からの脱出は可能

行政が支援する労働者仲介事業：雇用について
は企業のつながりが弱く、良い仕事を紹介するこ
とも、手段も乏しい

労働者支援のための派遣事業とはいかなるもの
であるかを示す



まとめ：
労働市場改革運動：

不利な労働者に質の良い仕事や雇用を保障しよ
うとする運動

ローロード、労働者を使い捨て、賃金・労働条件
が「底辺に向かう競争」状況、
それを助長しているスタッフィング・サービス産業



労働市場改革運動：

アメリカ：労働市場で特異性：
　　　　　移民、人材派遣大国
　　　　　それを規制する連邦法がない
　　　　　基本的に解雇自由、
　　　　　就職斡旋はほとんど民間

その中で新たな運動の動きが出ている

日本との比較：　１０年先を行くアメリカ
リビング・ウエイジ運動と日本



「朝日」2007-12-27



「神戸新聞」2008-04-12 Net



リビング・ウエイジ運動：

自治体の仕事を請負う事業所は、
その労働者に生活できる賃金を与えよ
という運動

底辺労働者の労働市場の改革のひとつ



アメリカの
労働市場改革運動をみる

今週のテーマ

終わり



今週の元気な企業と人

サンエムパッケージ（静岡県島田市） Fole　2008-02



ルポ：
　　　アメリカ・イギリスの状況
　　「ニッケル・アンド・ダイムド」
　　「ハードワーク」
　　「ワーキング・プア」

４月１８日分より



ワーキング・プア
　　　　　　　　　　　　アメリカ
底辺で働く人
貧困から抜け出すのは容易でない
貧困の悪循環　　　：　　カード破産
豊かな国アメリカの貧困

洗車係の男性は自分の車を持っていない
銀行で支払済み小切手をファイルする行員は
　　自分の預金口座に２ドル２セントしかない
医学の教科書の原稿を整理する女性は
　　１０年このかた歯医者にいっていない
「貧乏でお金がかかるんでしょ」 ４月１８日分より



ビデオ鑑賞

クローズアップ現代

ワーキングプア
　　　　～アメリカからの警告～

ＮＨＫＴＶ：２００７年５月１７日放送
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０分



現代経済事情Ⅲ
世界経済と中小企業

２００８年５月９日

高田好章

第５回　終わり


